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北
海
道
内
の
あ
る
自
治
体
で
、
昨
年
七
月
過
労
を

原
因
と
す
る
職
員
の
自
死
が
発
生
し
た
。
調
査
委
員

会
に
よ
る
と
、
自
死
の
直
前
に
は
、
一
ヶ
月
約
一
四

九
時
間
、
さ
ら
に
は
直
前
二
ヶ
月
間
も
月
平
均
約
一

四
六
時
間
の
残
業
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
が
違
法
な
長
時
間
労
働
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
定
め
る
月
八
〇
時
間
の
時
間
外

労
働
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
。
お
そ
ら
く
は
、
そ

れ
以
前
も
相
当
な
残
業
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

自
治
体
職
員
と
り
わ
け
市
町
村
職
員
の
過
労
死
・
過

労
自
殺
、
死
に
ま
で
は
至
ら
な
い
肉
体
的
精
神
的
疾

患
の
発
症
は
、
も
は
や
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
各
自
治
体
の
勤
務
管
理
が
重

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
原
因
を
そ
こ
に

の
み
求
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
そ
も
そ
も
自
治
体
職
員
数
は
減
少
し
て
い
る
。
総

務
省
の
統
計
（
総
務
省
『
平
成
三
一
年
地
方
公
共
団

体
定
員
管
理
調
査
結
果
の
概
要
（
平
成
三
一
年
四
月

一
日
現
在
）』
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
に
よ
る
と
、

二
〇
一
九
年
四
月
一
日
現
在
の
地
方
公
務
員
数
は
約

二
七
四
万
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
最
も
多
か
っ
た
一

九
九
四
年
の
約
三
二
八
万
人
に
比
べ
て
約
五
四
万
人

の
減
少
で
あ
る
。九
四
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
八
三
・

五
に
減
っ
て
い
る
。減
少
数
だ
け
を
み
て
も
驚
く
が
、

そ
の
内
訳
を
み
る
と
さ
ら
に
驚
愕
す
る
。
ま
ず
、
部

門
別
で
み
る
と
、警
察
部
門
・
消
防
部
門（
こ
れ
は「
国

の
法
令
等
に
基
づ
く
配
置
基
準
等
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
が
主
体
的
に
職
員
配
置
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
部
門
」
と
さ
れ
る
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

一
四
・
一
、
一
一
一
・
四
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
一
般
行
政
部
門
は
、
七
八
・
六
と
当
然
な

が
ら
全
体
よ
り
も
大
き
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
一

般
行
政
部
門
で
も
防
災
は
三
一
六
・
八
、
児
童
相
談

所
等
は
二
〇
四
・
七
、
福
祉
事
務
所
は
一
六
三
・
三

と
増
え
て
い
る
一
方
、
企
画
開
発
は
八
六
・
三
、
総

務
一
般
は
八
四
・
五
、
清
掃
は
四
九
・
二
と
減
少
し

て
い
る
。
教
育
部
門
や
公
営
企
業
も
九
四
年
比
で
そ

れ
ぞ
れ
七
九
・
二
、
八
二
・
一
と
減
少
し
て
い
る
。

　
職
員
数
の
推
移
を
都
道
府
県
と
市
町
村
等
の
別
で

み
る
と
、都
道
府
県
は
八
〇
・
二
、市
町
村
等
は
八
七
・

二
（
な
お
、
市
町
村
等
職
員
の
ピ
ー
ク
の
九
六
年
を

一
〇
〇
と
す
る
と
八
六
・
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
一

見
し
た
と
こ
ろ
、
市
町
村
等
の
減
少
が
少
な
い
よ
う

に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
は
若
干
の
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
に
県
費
負
担
職
員
に
関

す
る
権
限
の
移
譲
に
伴
い
、
都
道
府
県
に
計
上
さ
れ

て
い
た
教
職
員
約
一
一
万
三
千
人
が
指
定
都
市
に
移

動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
分
が
二
〇
一
九
年

に
正
確
に
ど
れ
ほ
ど
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
か
を
つ

か
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
約
一
一
万
人
と
し

て
計
算
し
比
較
す
る
と
、
都
道
府
県
は
約
八
六
、
市

町
村
等
は
約
八
〇
と
な
り
、
都
道
府
県
と
市
町
村
等

の
減
少
幅
は
逆
転
す
る
。
例
え
ば
、
前
年
比
の
一
般

行
政
部
門
で
比
較
す
る
と
北
海
道
（
庁
）
は
〇
・
九
％

の
増
加
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
札
幌
市
は
〇
・
三
％

の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
間
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
日

～
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
）
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

は
、
北
海
道
全
体
で
は
約
三
万
五
千
人
減
少
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
札
幌
市
は
約
三
千
人
増
加
し
て
い

る
。
単
純
に
比
較
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
一
般
行
政
部
門
で
比
べ
る
と
北
海
道
は
人

口
が
約
〇
・
七
％
減
少
し
て
い
る
の
に
職
員
数
は
約

一
％
増
加
し
、
札
幌
市
は
人
口
が
約
〇
・
二
％
増
加

し
た
の
に
職
員
数
は
〇
・
三
％
し
か
増
え
て
い
な
い

こ
と
に
な
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
に
企
画
開
発
部
門
や
総
務

部
門
で
市
町
村
職
員
数
の
減
少
が
著
し
い
と
い
え

る
。
も
ち
ろ
ん
、
市
町
村
の
担
う
業
務
が
減
少
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、職
員
数
の
減
少
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
見
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
の

業
務
量
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る
と
す
る
声
が
大
き

い
。
市
町
村
職
員
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
治
の
現

場
で
住
民
の
た
め
に
誠
心
誠
意
働
き
た
い
と
す
る
人

た
ち
で
あ
る
。
住
民
と
直
接
接
触
す
る
機
会
の
多
い

市
町
村
職
員
に
は
、
も
と
も
と
精
神
的
負
担
の
大
き

い
仕
事
も
多
い
と
言
え
る
。
分
権
改
革
が
、
こ
う
し

た
職
員
の
〈
や
り
が
い
搾
取
〉〈
生
き
が
い
搾
取
〉

と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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分
権
を
騙か

た

る
〈
や
り
が
い
搾
取
〉・

〈
生
き
が
い
搾
取
〉
を
止
め
よ
う


